
別紙

年 6 月 23 日

当院において治療を受けられた患者・ご家族さまへ

当院では、診療の質の向上および医療の発展を目的として、以下の研究を実施いたします。

研究においては、患者さまの情報は個人が特定されない形で使用いたします。

なお、本研究は当院倫理委員会の審査・承認を受けております。

（申請番号：　2026　－　002　　受付日:　2026　年　5　月　29　日）

　医療法人愛全会　愛全病院 部署： リハビリテーション部

　研究責任者： 大沼　燎

　連絡先： 011-572-5330（リハビリテーション部直通）
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　この研究についてご質問等がございましたら、下記の連絡先まで

　お問い合わせ下さい。なお、この研究にご了承いただけない方は、

　令和8年8月31日までに下記の研究責任者までお申し出下さい。

　その場合においても、患者さまの不利益が生じることはございません。

9
研究に関する

情報公開の方法

8

情報等の

保管及び

廃棄の方法

研究対象期間内に当院回復期リハビリテーション病棟に入院し、リハビリ

テーション介入を経て退院した患者様

当院の回復期リハビリテーション病棟に入院した患者様の機能改善度の傾向

を客観的データに基づいて算出し、入院時点における機能回復の予測精度向

上に役立てることを目的としています。入院時から十分な機能回復の予測を

立てることでリハビリテーションの質や効率の向上に繋がります。

個人情報を取りまとめたデータファイルは暗証番号によるロックをかけて保

管します。研究および学会発表終了後、一定期間経過後に破棄します。

第34回日本慢性期リハビリテーション学会やその他学会で発表予定です。

お問い合わせ

特にありません。

6
個人情報の

取り扱い

7

研究対象者に

生じる負担並びに

予測されるリスク

とその対策

抽出した患者様のデータについては、個人名を匿名化し、各種データから個

人を特定できないようにします。具体的な疾患発症日や入院日等の日時は公

表しません。

2026

当院回復期リハビリテーション病棟における電子カルテデータから対象とな

る患者様のデータを抽出します。

回復期リハビリテーション病棟の後期高齢者における入院時全身位相角を用

いた予後予測に関する検討

4
研究方法・

研究期間

3 目的・意義

本研究は後方視研究として行い、対象期間は2024年7月から2026年1月まで

の約18ヶ月間です。対象者数は300名程度を予定しています。

掲載日

下記研究へのご協力のお願い

研究の対象

となる方
2

1 研究の名称

5

研究に使用

する情報と

収集方法


